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岩
瀬
忠
震
の
思
想
的
背
景

松

木

J願

私
は
前
世
田
本
誌
に
お
い
て
岩
淵
忠
震
の
開
園
交
易
思
組
を
論
巴
た

が
、
富
に
は
そ
白
思
想
的
背
景
に
づ
い
て
一
言
L
た
い
と
恩
ふ
。

西
祥
事
情
の
研
究
は
徳
川
中
期
以
後
行
は
れ
、
幕
米
に
及
ん
・

で
共
れ
は
一
居
白
進
歩
を
途
げ
た
の
で
あ
る
が
、
幕
府
の
諸
有

司
が
早
く
か
ら
関
岡
論
に
統
一
さ
れ
て
ぬ
た
の
か
、
海
外
事
情

の
認
識
に
悲
コ
ワ
〈
の
で
あ
る
。
安
政
五
年
二
月
白
武
家
停
奏
に

針
す
る
外
国
事
情
演
昔
の
受
書
に
沿
い
て

，
『
元
燕
西
洋
人
共
、
虚
喝
も
有
之
候
へ
と
も
、
遁
五
割
話
を
逢
け
、

其
外
書
籍
、
又
は
蘭
人
差
出
候
風
酎
書
、
井
持
渡
志
器
械
、
其
外
貨
地

経
験
合
考
仕
候
符
は
、
強
ち
虚
明
而
巳
陀
も
無
之
段
、
品
々
相
分
り
、

最
相
に
不
承
知
之
λ
々
も
、
決
僚
に
琵
明
い
た
し
鎖
圏
不
相
成
儀
官
特

設
候
儀
此
節
は
+
に
八
九
に
相
成
候
儀
に
調
座
候
』

と
言
へ
る
が
如
〈
〉
異
邦
人
と
白
針
話
、
外
来
白
書
籍
、
和
蘭

風
殺
害
、
椿
械
を
通
じ
て
直
接
間
接
外
岡
文
化
に
接
し
て
海
外

D
事
情
を
識
る
機
舎
を
、
常
に
幕
府
白
諸
有
司
が
多
く
有
し
て

ゐ
た
か
ら
で
あ
り
、
又
安
政
一
一
)
年
十
二
月
海
防
掛
勘
定
奉
行
の

岩
淵
忠
震
白
思
想
的
背
景

k 

f 

上
申
書
で
は
『
一
刻
も
早
ぐ
西
洋
之
様
子
、
海
防
懸
者
勿
論
、

御
政
事
に
携
り
候
面
々
者
、
得
で
相
組
問
候
椋
仕
度
と
、
常
々
申

居
候
儀
に
御
座
伎
一
戸
と
言
ひ
、
或
は
安
政
四
年
七
月
海
防
掛
が

『
官
支
出
府
中
御
用
向
は
勿
論
、
共
飴
海
外
之
事
共
、
御
懇
篤

に
御
尋
御
座
候
方
、
2

却
而
御
情
義
弘
相
遣
し
、
諸
般
御
都
合
に

も
可
相
成
奉
存
動
』
と
、
ハ
リ
ス
主
り
滋
外
の
事
情
を
聴
く
べ

し
と
上
申
し
、
西
洋
事
情
を
研
究
す
る
の
必
要
を
痛
感
L
℃
其

の
一
研
先
に
努
力
し
た
か
ら
で
あ
る
。

此
の
如
苦
手
段
を
遇
巴
て
、
中
山
震
も
世
界
の
情
勢
を
識
る
機

曾
に
息
主
れ
た
。
殊
に
下
回
長
崎
に
旋
し
て
諸
外
周
使
臣
と
掛

談

L
直
接
自
ら
外
園
文
化
に
燭
れ
た
と
ム
」
が
忠
震
に
大
宮
詮
影

響
を
興
へ
た
も
の
と
思
は
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
長
崎
の
腕
途
上

申
書
E
提
出
L
た
際
色
『
粂
で
之
愚
見
も
有
之
、
今
度
旗
行
御

圏
内
形
勢
之
大
略
を
も
種
々
参
考
仕
候
庭
、
慨
然
右
之
外
有
之

間
数
占
決
心
佳
僻
』
と
、
長
崎
出
張
に
依
っ
て
錠
々
開
薗
交
易

思
想
を
強
め
た
と
と
を
明
か
に
し
て
ゐ
る
。

又
忠
震
は
次
の
如
く
記
し
て
ゐ
み
。

¥ 

『
安
一
世
丙
辰
秋
。
予
周
平
山
敬
忠
奉
旨
。
赴
豆
之
下
回
。
曾
噛
蘭
氏

傍
白
旗

第
五
千
四
巻

回

前
」

大4

:IL 

ー

l
i広

本庄集?宙開響、『近世由経理~!思想』績筒、ー八八頁。
幕末外国閥係文書之十九、三三四賀図 グ

同書之十五拘立大四頁。 4) 同書之十七、一六ニ買。
同書之十八、三三三乃至三三回頁。

> I 

〉

)
j

Z
2
3
5
 

¥ 



目、

』昼

岩
瀬
忠
震
白
思
想
的
背
景

醐
入
棺
。
予
奥
其
舶
持
脚
法
皮
新
語
。
所
得
弔
錆
-
9
e
B百
錬
所
開
封

鋳
i

一
小
紙
子
。
被
忠
番
高
尾
日
。
纏
遁
荷
蘭
客
。
勿
勾
拘
路
程
。
偶
因

ム
場
話
。
粗
五
測
情
。
凪
捗
凪
時
為
。
而
議
龍
動
按
。
蕗
哉
繭
堂
集
。

要
抜
高
邦
脇
」
中
主
。

忠
髭
が
ブ
ア
ぜ
叫
ス
と
合
し
た
の
は
、
安
政
三
年
九
月
O
E

l
t
で
、
そ
白
謝
話
を
記
録
し

τ冊
子
と
た
し
一
揚
の
封
話
に
依

り
て
五
洲
白
情
主
粗
察
し
た
己
と
を
窺
ひ
知
る
℃
と
が
出
来
る

此
の
脅
見
忙
沿
い
て
フ
ア
ビ
ュ
ー
よ
り
『
首
港
D
儀
、
元
来
風

波
荒
、
殊
に
去
月
中
暴
風
雨
之
筒
杯
、
碇
泊
之
廻
舶
悉
く
破
壊

、
最
上
立
候
を
目
撃
い
た
し
、
南
方
ポ
ー
リ
ン
グ
(
香
港
糟
督
)
之
所

置
に
寄
、
港
時
甘
等
之
義
可
申
出
と
之
念
慮
相
費
候
哉
も
維
量
』
と

下
回
目
良
治
に
あ
ら
や
し
で
開
港
場
鑓
吏
白
早
晩
起
る
べ
き
を
↑

指
摘
さ
れ
た
忠
則
属
油
、
開
港
揚
措
置
更
白
越
〈
べ
か
ら
ざ
る
乞
察

し
た
も
の
と
忠
は
れ
、
横
演
開
港
論
に
語
い
て
も
『
横
演
之
事

は
乗
々
一
持
論
に
有
之
候
へ
弗
』
と
漣
ぺ
，
円

F
ス
出
府
直
前
に

初
め
て
モ
れ
を
説
い
た
も
白
で
は
-
た
い
よ
う
で
あ
る
。
又
日
米

通
商
傑
約
審
議

ι於
砂
る
ρ

リ
高
と
白
封
談
は
中
山
震
に
世
界
の

情
勢
或
は
税
法
等
貿
易
に
閲
す
る
種
k

の
知
識
を
あ
た
へ
た
り

で
あ

2
、
忠
震
は
己
ー
に
よ
う
て
確
固
た
る
菌
室
思
想

襲

耳
目
醐

ト

晶子制
之
頁
}

書
玉

Z}

丈
五

係
四

聞
、
。

圏

内

一

外
十
。
編

宋
之
頁
上

嘉
喜
一
、

周
囲
志

むこ酷六
地

四い

)
ピ、2

。。一一
E

息
震
が
西
洋
事
情
研
究
由
参
考
に
供
L
た
T
E
岡山

ιれ
る
書
籍
ー
耕
輔
一
一

ト
三
二

県
三
審

問
、
要
頁

江
A
綱
凡

σ十
将
一

集
之
奥
二

影
害
新
、

韓
同
維
設

q
t♂
}
)
九

億
五
十
同
種

岡
武
陣

一0
0

第
叫
曲
鵬

を
展
開
す
る
に
至
っ
た
A

中
盤
が
商
舶

ω-買
上
を
論
や
る
(
安
政
四
圭
定
)
よ
り
以
前
一
既

に
蕗
般
に
就
い
て
フ
ア
ピ
品

Z
K
質
問
し
た
(
安
政
三
年
九
用
)
己

正
一
ほ
逓
4
た
所
で
あ
る
が
、
モ
O
商
紬
買
上
論
に
な
ゐ
L
」

円

今

度
入
津
之
蘭
般
三
般
之
内
、
最
後
に
入
津
之
舶
は
、
ス
タ
ー
ネ

ル
に

τ、
毎
度
盟
米
利
加
商
般
下
回
へ
入
津
之
ス
タ
ト
ネ
ル
伺

様
に
見
受
候
徐
程
能
階
一
之
様
に
相
見
へ
働
』

L
と
空
べ
し
は
、
忠

震
が
下
回
滞
在
中
入
港
し
た
米
岡
商
船
守
ヤ

vr、
ア
メ
型
角
」

(
安
政
二
年
二
月
三
十
七
日
)
日
或
は
同
「
カ
ロ
ラ
イ
ン
、
フ

1
下」

(
同
年
四
月
十
三
日
)
或
は
問
「
ゼ
ネ
ラ
ル
、
ピ
ナ

l
ス
」
(
一
一
一
年
丸
月

七
日
)

1
等
を
指
す
も
の
で
あ
っ
て
、
か
a
h

る
外
闘
商
舶
の
影
響

は
決
L
て
小
さ
く
た
か
っ
た
。

に
英
図
新
薮
宣
師
世
帯
維
簾
即
ち
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ミ
品
ア
ヘ
ッ
ド

(吉田

S
F
M
F
E〕
著
の
「
地
現
義
士
山
」
が
あ
る
。
安
政
六
年

夏
、
共
序
に
『
頃
者
蜂
洲
巌
灘
君
、
指
賞
品
訓
む
』
と
あ
る
が
如

4
忠
震
は
自
ら
金
主
投
巴
て
乏
を
複
刻
刊
行
し
た
。
本
書
は
上

I
I

二
編
、
各
編
五
冊
よ
り
成
り
、
上
編
ほ
斑
西
唖
洲
会
士
山
、
欧
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句険

羅
巴
測
杢
志
、
阿
非
利
加
洲
金
志
、
車
塁
利
加
洲
金
志
、
大
洋

v

群
島
金
志
の
五
車
せ
に
分
た
れ
、
下
編
は
地
質
論
、
地
勢
論
、
水

論
、
気
論
、
光
論
、
草
木
綿
論
、
生
物
綿
論
、
人
類
綿
論
、
地

¥支出繭、
s

地
史
論
白
す
容
に
分
れ
て
や
る
。
安
政
五
年
二
月
十
三

日
京
都
に
在
っ
た
堀
田
疋
陸
、
岩
瀬
忠
露
等
ι
の
武
家
僻
奏
に
針

す
る
外
闘
事
情
演
苛
の
受
書
に
べ
『
咋
巳
年
、
清
舶
持
越
悔
英

士
ロ
利
人
漢
文
之
著
達
一
地
現
金
士
山
中
、
亜
回
世
利
加
λ
御
一
闘
を
開
候

見
込
拒
む
時
は
、
戦
争
に
可
及
旨
・
認
め
有
之
候
亭
』
ふ
と
議
べ
て

ゐ
る
白
也
、
地
現
金
志
上
編
巻
之
一
、
亜
西
亜
洲
全
志
廿
三
頁

の
『
故
亜
墨
利
加
入
。
時
存
一
-
報
復
之
念
刊
現
有
=
数
兵
船
一
時
前
ν

至
。
騒
令
--H
本
入
敬
重
4

↓
否
則
恐
有
z
戦
争
之
虞
仁
一
と
あ
る

V
T
依
っ
た
も
の
で
る
ら
う
か
。
文
、
各
国
聞
の
諸
税
約
も
貿
易

調
査
に
使
用
さ
れ
た
。
安
政
周
年
宣
月
長
悔
白
忠
震
等
へ
老
中

土
り
下
附
さ
れ
た
各
国
諸
保
約
は
、
亜
墨
利
加
魯
西
躍
保
約
英

文
和
解
、
同
国
支
那
依
約
英
文
和
解
、
同
司
墨
利
加
沸
朗
西
僚
約

英
文
和
解
.
支
那
商
説
明
目
録
英
文
和
解
等
で
あ
り
、
共
他
の
保
約

郎
ち
『
五
港
章
程
還
羅
保
約
等
之
中
、
採
用
可
致
廉
は
、
悉
く
取

同
ひ
・
亜
魯
英
保
約
附
録
等
に
加
。
居
候
療
に
而
・
阿
蘭
へ
も
差

砦
蹴
忠
震
の
思
想
的
背
最

e
J
2
 

ぁ
。
四

e

r
頁

頁

む
一
一
-
h
=
一
¥

課
弘
十
=
一
、

回
卜
之
十

志
古
書
之

手
書
同
番

」
理
同
)
同

心身。。

-
上
申
書
・
書
翰
に
争
h
て
ほ
『
右
商
費
舶
よ
り
差
越
候
評
判
記
之
一
一
回
z
叫

m

J

向

島

趣
?
に
而
は
』
或
は
円
十
担
舵
風
説
今
岡
市
出
候
は
』
と
言
ひ
、
忠
之

り
士
事
。
頁
h

『
風
説
中
に
白
布
張
ヰ

地六一

d
z

RL
一
社
L

-一六
J
F
f

一一一十)之

さ
之
町
害

事
問
同

い
同官

官
晴
↓
。

財

宝

頁

R
V
色
、
王

閥
る
五
臼

園
へ
十
自

外
考
率
、

末
主
事
凶

幕
る
同
五

加
可
申
件
々
、
井
甲
比
瓦
占
師
葉
市
委
簡
保
約
附
録
之
内
よ

b

採
用
可
致
分
は
、
引
抜
童
基
一
君
加
t
r
L

等
し
て
活
用
さ
れ

J

た。

r
岬

mι
乍
ら
醐
型
化
す
な
周
東
原
並
び
陀
世
界
の
情
捗
を
知
る
た
め

に
は
、
和
蘭
風
読
書
、
評
判
記
或
は
外
園
舶
の
も
た
ら
寸
風
説

等
に
依
一
ら
ね
ば
た
ち
程
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
邸
ち
幕
府
有
司
の

震
の
書
翰
正
治
い
て
も
『
蘭
人
も
申
居
候
』

之
口
一
と
漣
ペ
庚
東
騒
乱
、
突
筒
印
度
騒
飢
等
の
事
態
に
就
同
て
知

っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
安
政
四
年
二
月
二
十
四
日
の
老
中
越
に

最
い
だ
は
『
既
に
英
世
口
利
評
判
記
、
亜
米
利
加
官
吏
之
申
立
、
街

又
今
般
蘭
入
之
申
立
等
、
一
百
差
迫
り
居
此
上
回
耳
迄
之
御
仕
法

に
而
は
永
〈
可
取
支
様
無
之
は
額
然
之
儀
に
仙
』
と
謹
ぺ
て
居

問

り
、
安
政
‘
一
年
九
月
悌
蘭
四
舶
よ
り
提
出
せ
し
突
圃
評
判
記
の

類
が
之
れ
又
一
つ
の
資
料
で
あ
っ
た
。
円
安
政
三
年
八
月
英
国
印

度
支
郊
艦
隊
司
令
官
、
v
l
モ
ず
よ
り
香
港
評
判
記
が
婚
白
れ
先

n
 

が
賞
時
香
港
。
欣
一
勢
に
就
い
て
は
・
フ
ア
ピ
L

ー
よ
り
『
売
年
香

港
等
網
開
候
筒
は
舶
也
少
〈
健
庭
、
営
時
軍
蹴
蒸
気
船
等
共
時

第
五
十
伊
佐

回
大
豆

第
四
艶

4コ

'.>) 
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岩
瀬
忠
震
由
思
想
的
背
景

に
六
倍
設
し
居
候
、
右
等
之
事
情
に
而
も
御
推
考
被
成
此
上
外

明

園
之
御
取
扱
は
可
成
丈
御
綾
優
之
御
所
置
可
然
と
奉
存
候
」
と

忠
震
は
聴
か
さ
れ
、
和
蘭
甲
比
丹
キ
ユ
ル
チ
ユ
ス
口
波
書
(
安
政

四
年
)
主
り
は
『
香
港
は
会
〈
英
図
へ
割
あ
た
へ
、
共
土
地
人

民
も
楓
て
英
吏
之
支
配
を
受
候
比
付
、
英
人
は
平
常
唐
爆
を
借

受
唐
人
共
乗
組
せ
、
英
国
之
旗
を
用
ひ
、
諸
港
に
往
来
互
市
致

し
候
、
尤
英
人
之
政
事
公
平
故
唐
人
も
ー
是
民
健
き
遮
k

他
港
よ

り
も
移
住
い
た
し
、
諸
国
之
商
般
も
多
〈
香
港
に
輔
湊
い
た
し

匹
、
と
、
寄
港
白
盛
況
を
侮
へ
聞
い
た
の
で
あ
る
。
出
山
震
が
香

港
出
張
論
を
唱
ベ
た
際
、
之
に
賛
同
し
た
林
大
事
頭
緯
が
従
来

の
親
誼
に
依
り
で
蘭
地
(
皮
膚
杷
)
を
牛
へ
と
し
英
地
(
香
港
)
を
後
に

す
る
と
と
を
説
奮
し
に
反
じ
、
忠
震
が
香
港
直
航
を
選
ん
だ
の

も
之
等
風
説
書
、
評
判
記
に
基
づ
く
-
も
の
で
あ
あ
と
云
へ
る
。
忠

震
は
同
時
に
英
園
に
多
大
田
関
心
を
抱
い
て
ゐ
た
。
英
国
に
就

} 

い
て
は
、
安
政
=
一
年
八
月
十
五
日
、
在
府
浦
賀
奉
行
乗
同
箱
館

奉
行
上
申
書
に
告
い
で
『
英
吉
利
と
て
も
、
都
府
五
十
二
度
に
て

北
蝦
夷
地
牢
よ
り
茂
北
K
首
り
、
必
薄
地
バ
ン
L
」
周
倹
小
婆
之

粉
を
製
候
品
を
定
食
と
仕
候
茂
、
畢
寛
は
右
故
に
可
有
之
、
然
る

策
五
十
四
品
世
間
六
六

所
、
軍
艦
は
感
敷
強
兵
に
候
も
専
航
海
交
易
之
利
益
と
相
聞
候

情

E

O

間
v

御
仕
法
究
第
に
而
、
御
益
相
願
候
は
必
然
之
儀
正
奉
存
候
』
五
頁

h
丸一

と
老
中
に
上
申
し
た
が
、
父
『
英
国
は
、
欧
羅
巴
中
之
小
園
な
同
ト
d

出
二

れ
と
も
、
帥
今
世
界
之
強
固
と
相
成
日
月
の
照
す
慮
、
一
英
は
園
幼
山
山
番

四
料

拡
を
見
る
魔
無
之
』
交
易
を
勉
む
れ
ば
「
日
本
は
事
』
の
英
図
十
典

問

、

d

之
事

と
相
成
可
申
候
』
と
り
ハ
リ
ス
の
言
説
は
忠
震
の
器
取
し
た
所
不
書
図
。

日
U

同
蒋
買

で
も
あ
る
ロ
忠
世
且
は
「
英
吉
利
は
議
土
不
排
利
之
固
に
候
へ
と
寸
後
六

m
り

「

片

山

肥

大

も
軍
略
火
器
ー
犬
般
等
之
利
を
以
世
界
之
強
闘
と
唱
俸
と
漣
べ
巧
百

叉
更
に
克
そ
図
家
白
志
士
子
。
者
は
英
国
D
言
語
を
誓
帖
山
ざ
散
も
の
鵠

同
E
Z
内

三
か
ら
六
英
語
は
米
園
の
園
語
と
友
れ
る
白
み
左
ト
字
、
廃
)
酎
凶

ぐ
亜
細
亜
白
要
地
に
題
用
せ
り
。
且
英
国
は
貿
易
は
勿
論
、
海
均
ぺ
丸
船

軍
司
白
盛
大
に
し
て
文
武
百
饗
諸
国
冗
冠
た
り
、
和
蘭
の
如
き
は

i

十一釘

s

'

l

o

J

M

-

、

萎
廊
ヤ
小
振
由
申
ぷ
に
足
る
も
白
在
し
「
E

と
語
り
、
白
ら
は
安
政
五

1
4
4
晋
J

臥

町

北

同

九

年
七
月
三
日
の
左
内
へ
の
寄
に
白
い
で
は
、

E
a
n
a
-
様
H

五
)
地
弘

、.
2

、-

1
g
o
と
綴
っ
て
ゐ
る
。
遁
詞
の
突
出
申
奨
働
は
安
政
三
年
九
四
八
一
一

十
十
、

月
十
四
日
目
長
崎
奉
有
川
村
針
局
守
修
品
川
の
書
翰
に
も
見
へ
る
之
。
之
痕

書
頁
寄
爪

同
四
同
禍

帯
四
韓
一

o

21) 

一一一一一一一一一一一一一

が
、
忠
震
は
英
語
の
習
得
が
世
非
に
智
識
を
求
む
る
捷
経
た
る

26) 
.8) 

己
と
を
悟
担
、
図
家
回
中
高
士
た
る
者
は
之
を
畢
ぷ
ペ
昔
で
あ
る



と
断
じ
、
蘭
語
を
排
し
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
海
外
事
情
D
認
識
が
時
局
突
破
白
要
諦
で
あ
る
と
忠

震
は
思
考
し
た
。
忠
震
の
諸
一
論
も
之
に
基
づ
い
て
ゐ
る
が
、
橋
-

本
左
内
ヘ
白
書
翰
日
告
い
て
は
『
如
此
寓
園
調
講
師
一
誠
に
未
容
易

時
勢
D
庭
、
事
務
大
臣
各
閣
の
事
情
漠
然
に
て
は
百
事
冗
雑
に

の
み
相
成
悉
〈
機
先
を
失
引
い
、
果
は
如
何
梼
可
相
成
哉
』
と
営

局
者
が
各
国
の
情
勢
に
暗
き
を
嘆
じ
『
過
日
懸
御
目
置
候
各
図

録
約
、
此
筒
刊
行
世
上
に
週
五
文
相
成
候
方
、
外
園
之
事
情
も
相
分

り
、
育
聾
白
潟
め
に
可
宜
哉
と
有
此
事
を
企
居
候
閥
、
御
一
時
宜

消
候
は
竺
御
返
完
被
下
度
候
、
尤
今
明
日
御
返
し
に
一
は
不
m
K
』と

述
ぺ
‘
叉
老
中
へ
の
伺
に
語
い
て
も
『
清
閣
退
陣
購
欧
羅
巴
亜
米

利
加
等
各
国
保
約
章
程
、
漢
文
井
翻
誇
出
来
倹
分
と
も
、
夫
且
定

取
集
所
持
罷
在
候
慮
、
営
ム
ザ
之
御
時
節
、
右
等
之
書
類
不
心
得
之

も
の
多
ぐ
候
故
、
盟
中
党
岡
順
之
議
論
も
超
勺
，
人
心
折
合
方
に
も

拘
り
、
詩
ザ
リ
は
廟
堂
之
御
虚
置
と
も
誹
誘
奉
り
候
様
之
風
習
に

相
移
り
三
世
入
候
健
院
付
、
一
向
陀
右
保
約
書
類
、
蕃
書
調
所
御

減
版
に
い
た
し
、
害
廃
え
相
渡
じ
、
世
上
に
会
け
に
設
し
候
様

相
成
候
は
為
、
人
心
居
り
合
方
之
御
一
戸
艇
に
も
相
成
可
然
哉
奉

岩
瀬
忠
震
の
思
想
的
背
景

l
f
l
i
t
-

存
」
院
』
と
各
園
保
約
書
類
公
刊
を
具
申
し
た
の
は
、

志
し
の
複
刊
と
同
様
に
、
世
界
を
識
れ
と
の
忠
震
の
意
闘
K
他

「
地
理
奈

た
ら
た
い
U

4

然
し
忠
震
と
雌
も
各
方
面
JK
通
暁
し
て
ゐ
た
わ
け
で
は
た
い

ハ
リ
ス
の
提
議
し
た
所
謂
重
大
事
件
の
一
項
目
た
る
公
使
江
戸

駐
剤
に
闘
し
で
は
、
『
捗
都
府
へ
官
吏
差
置
度
と
中
川
問
候
は
彊

官
吏
も
ち
と
わ
か
も
ね
論
に
者
無
之
哉
と
奉
存
候
河
元
来
貿
易

場
所
杯
者
.
彼
我
安
際
之
揚
故
、
取
締
諸
事
扱
候
矯
め
官
棄
を

差
置
候
趣
意
に
有
芝
鹿
、
交
易
も
無
之
江
戸
へ
何
回
矯
忙
官
吏

を
差
置
候
義
に
や
、
っ
し
つ
ま
不
合
様
に
奉
存
候
、
一
槌
都
下

近
〈
庇
開
港
致
度
存
念
上
り
、
ふ
と
右
等
之
事
に
及
候
哉
、
又
何

割

そ
の
外
に
説
あ
る
事
に
や
』
J

と
、
官
吏
は
彼
我
交
際
の
揚
所
に

の
み
駐
制
す
呂
も
の
怒
り
と
し
江
戸
駐
剤
を
不
可
解
と
し
た
。

文
通
貨
及
び
そ
O
同
阿
佐
等
に
就
い
て
も
多
〈
争
解
ベ
て
ゐ
た
か

っ
た
様
で
あ
る
。
安
政
三
年
九
庁
十
一
日
の
忠
震
等
惑
署
の
上

申
書
に
長
い
で
『
共
徐
遇
用
金
銀
交
物
有
無
之
犠
は
、
一
私
共
語

ゐ
て
相
燐
居
候
義
に
無
之
、
右
等
之
揚
合
、
微
細
陀
論
詰
候
而
は

却
而
不
都
合
之
儀
に
至
り
可
申
哉
と
奉
存
侠
日
間
』
之
れ
以
上
議

第
五
十
回
程

四
六
七

第
四
競

O 
= 

。
頁

頁

九
七

三

四

五
十

上

之

同
丸
暗

)
大
FE

M
九

)
コh
H

五丸。一一
頁
、
。

八
廿
頁

六
之
回

五番↓一
、文一一

集
係
、

丑
闘
λ

内
閣
十

左
外
之

本
末
書

橋
幕
同

j
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岩
湖
底
震
白
思
想
的
背
景

論
を
重
ね
れ
ば
窮
す
る
に
至
る
べ
し
と
遁
べ
て
ゐ
る
。
更
に
ハ

P
Rと
白
舎
談
に
色
げ
い
て
は
、
勝
手
交
易
の
意
義
に
就
い
て
次

の
如
く
述
べ
て
ゐ
弘
『
営
節
魯
蘭
え
差
売
し
候
交
易
之
仕
方
は

先
交
易
相
曹
と
唱
へ
候
手
康
之
揚
所
を
港
毎
に
定
置
、
彼
我
一
同

右
揚
所
え
品
物
持
寄
.
犬
勢
互
に
入
札

L
で
取
引
い
た

L
.居
宅

に
お
ゐ
て
、
商
買
は
不
援
引
も
り
に
侯
』
『
役
人
は
一
切
右
揚
所

え
は
不
携
、
品
物
質
取
度
存
候
も
の
は
、
何
人
に
而
晶
、
勝
手
に

右
勢
所
え
立
越
直
組
等
い
た
し
、
代
品
刊
に
而
も
、
品
物
に
而
も
、

随
意
に
取
引
い
た
し
候
事
に
而
、
則
勝
手
之
交
易
に
有
之
候
』

ど
。
之
に
針
し
ハ
り
ス
が
『
魯
蘭
之
僚
約
は
、
得
と
熟
覧
い
た
〆

し
候
薦
、
交
易
之
訟
は
歩
も
無
之
、
只
紙
債
の
み
に
て
、

不
貴
も
の
に
御
座
候
』
「
右
に
而
は
、
自
由
の
商
寅
に
は
無
之
、

失
張
役
人
立
合
之
交
易
に
御
座
候
』
と
言
ひ
し
は
、
首
時
に
長

け
る
彼
我
白
交
易
思
想
の
懸
隔
を
示
す
も
白
で
あ
る
。
問
曾
談

で
は
更
に
『
営
方
於
て
も
、
商
寅
致
し
候
は
、
今
般
始
甲
山
之
犠

故
、
税
法
共
外
鎖
細
之
事
に
至
迄
、
悉
く
不
承
候
而
は
、
相
分

り
晶
震
断
、
諸
事
叩
堂
江
田
川
候
商
法
定
則
蓄
に
蒸
き
取
一
鋼
一
日
銀
色
と

也子な

税
法
等
に
就
い
て
も
不
承
知
で
あ
り
、
又
『
信
溢
守
位
、
存
知

• 

母
、宅

第
四
一
一
旗

之
通
り
、
既
に
三
四
年
以
来
、
始
終
其
国
之
者
等
え
接
合
致

L
、

肥
後
守
は
、
長
崎
表
に
稲
、
是
叉
海
外
之
者
え
、
数
十
百
度
引

傍
五
十
四
巻

四
六
九

O 
匹f

合
候
儀
之
庭
、
矢
張
共
許
よ
か
先
候
時
は
、
外
人
之
風
儀
等
不

知
者
と
丙
被
私
』
と
識
る
己
ど
白
及
ば
ざ
る
を
同
認
し

τゐ
る
。

向

息
震
の
思
想
に
も
若
干
務
化
が
窺
市

Z
。
安
政
二
ー
年
三
月
廿

七
日
米
園
測
量
艦
隊
司
令
官
ロ
ツ
ヂ
ヤ

1
ス
が
す
イ
セ
止
。
ス
、

川
ジ
コ
ッ
ク
肝
三
艦
を
率
ゐ
て
下
問
に
入
港
し
、
日
本
滑
海
白

測
量
詐
可
を
求
め
た
た
め
、
測
量
詳
否
白
議
論
を
惹
起
し
た
。

此
の
際
の
評
定
明
一
座
儒
役
犬
小
目
付
海
防
掛
井
浦
賀
、
箱
舶
聞

個
回

V

雨
奉
行
上
申
書
(
四
月
廿
日
)
に
依
っ
て
、
忠
震
の
意
見
を
知
る

/
己
と
が
問
来
る
。
邸
ち
『
岩
瀬
修
理
申
王
候
趣
に
て
は
、
亜
墨

利
加
之
測
量
舶
海
岸
え
乗
入
、
相
制
候
而
も
強
而
上
陸
等
い
た

し
候
は

61
揚
柿
下
回
奉
行
え
引
波
旨
之
御
嫡
出
候
様
仕
度
趣

に
有
之
候
廃
』
に
と
釦
絶
論
に
近
い
強
硬
た
意
見
を
有

L
て
居
た

様
で
あ
り
、
横
演
開
港
論
に
お
い
て
鴻
ぷ
る
が
如
〈
外
闘
の
要

求
に
勝
巳
て
我
が
利
主
計
る
べ
し
~
す
る
迄
に
は
至
っ
て
ゐ
左

い
。
交
官
却
仕
法
に
闘
す
る
意
見
の
時
型
化
は
、
既
に
み
た
所
で
あ

る。

同書之ーづい宜主主乃車五五阿頁。 36) 同上、七四七頁a

同上、-il11<l0頁 38) 同番之十与、 -0七買。
同書之十八、三三五頁。
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応
援
は
人
心
白
和
合
を
重
ん
巴
光
、
各
国
僚
約
書
類
の
公
刊

を
企
圃
し
た
の
も
、
又
地
現
金
志
を
刊
行
じ
た
の
も
、
窮
一
極
に

於
て
、
人
心
心
和
合
を
計
り
し
た
め
で
あ
っ
て
、
ハ
羽
ツ
ス
と
の
合

談
に
告
い
て
は
底
土
辿
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
邸
ち
『
共
方
に
は
利

を
主
と
し
、
此
方
は
、
人
心
居
合
を
主
と
し
候
故
J

何
分
一
決

t

致
し
晶
芯
』
(
士
一
月
十
四
日
)
『
日
本
於
而
は
、
心
和
主
民
一
ひ
、

• 

人
心
土
構
揺
す
る
底
を
以
て
.
政
治
を
施
候
事
故
、
衆
庶
の
不
欲

事
は
難
致
事
に
仇
山
(
十
一
一
月
イ
六
日
)
夏
め
は
、
円
一
勝
目
本
の
キ

一
致
い
た

L
候
闘
一
風
に
付
、
、
寓
一
芝
儀
由
来
致
L
候

節
は
、
支
那
土
人
之
如
き
に
無
之
芦
衆
心
一
同
凶
た
し
、
共
末

如
何
可
相
成
哉
、
此
庖
賓
K
掛
念
之
第
一
に
有
之
』
文
「
此
程

人
気
は
、

上
り
人
心
溶
合
之
事
に
付
而
は
、
政
府
於
て
深
〈
心
配
い
た
じ

候
と
之
儀
は
、
決
而
空
理
を
説
候
起
艦
…
之
、
遁
ヲ
航
海
を
聞
事
、

諸
州
之
般
舶
差
向
候
も
、
国
人
と
し
て
、
外
国
主
人
情
風
俗
を

知
ら
し
め
ん
が
鴻
に
有
之
、
支
那
之
外
情
に
慣
て
、
却
而
、
鎖

勢
致
し
居
候
と
、
一
様
に
被
見
候
而
は
、
以
両
方
之
意
徹
餐
侠
」

(
十
二
月
中
ト
六
日
)
と
で
、
日
本
に
ぬ
で
は

4

人
心
白
和
合
h
E
叢
ん
宇

'
る
;
」
共
に
、
人
心
の
一
致
す
る
固
で
あ
h
y
、
支
那
:
人
D
外
情
に

岩
瀬
忠
震
D
思
葱
的
背
畢

慣
れ
で
却
て
持
聾
す
る
が
如
曹
も
の
に
あ
ら
中
と
設
い
か
と
ま

は
、
此
等
む
事
備
を
物
語
る
志
の
で
あ
ら
う
。

忠
震
の
思
想
的
背
景
に
つ
い
て
は
上
遁
の
如

f
で
あ
る
が
、

認
に
は
夏

K
忠
震
と
同
様
に
安
政
年
聞
に
沿
い
セ
外
固
と
白
折

衝
に
首
た
り
、
或
は
外
岡
貿
易
調
脊
一
等
に
従
事
し
た
幕
府
の
諸

有
司
自
思
想
と
を
比
較
L
て

み

や

号

。

冒

龍

一日五

安
政
四
年
の
長
崎
に
お
け
る
幕
府
釘
司
の
貿
易
調
査
は
容
易
三
大

六
六

な
も
白
で
ほ
友
か
っ
、
た
ゅ
ー
同
年
均
月
十
五
日
勘
定
奉
行
長
崎
奉
一

上
上
r
M

行
索
帯
で
あ
っ
た
水
野
筑
後
守
中
川
徳
は
「
交
易
筋
之
儀
、
合
所
再
同
岡
田

評
も
未
だ
出
来
不
致
、
支
配
向
限
り
は
、
積
々
取
調
候
へ
と
も
1

利一制限

詰
り
此
方
計
に
而
は
難
決
、
む
だ
骨
折
不
少
丸
出
来
上
り
に
而
六

n
〆

J

・1

も
、
先
方
之
取
調
鄭
計
候
に
付
』
と
言
弘
、
七
月
十
目
白
水
野
説

中
川
徳
及
び
長
崎
奉
行
荒
尾
)
石
見
守
成
允
の
書
官
翰
も
『
交
易
筋
之
買
買
丈

ιミ

1
4

品
ヘ
二
係

儀
、
治
々
取
調
舎
所
え
も
再
々
評
議
も
申
付
候
へ
と
也
、
是
迄
之
九
六
闘

宜
京
閥

、
、
外

上
上
末

開
同
幕

0

2
首

A
守

A
守

住
寓
加
を
逗
候
迄
に
而
、
M

片
岡
〆
戸
般
に
御
差
許
相
成
候
上
之
見
込

者
相
立
索
、
友
候
述
、
是
迄
之
僅
に
而
も
相
成
維
〈
、
一
向
打

合
種
十
々
取
調
候
へ
共
、
常
方
之
手
順
の
み
相
立
候
と
も
、
先
方

第
五
十
四
巻

凶
宍
九

第
四
競

O 
豆

P
1
1
I
f
-
-



ネ草

様
相 /

全電
器忠
川震
は白
無周
詮語
事暗

号"事
b 

と

そ
の
困
難
た
る
を
侍

へ
て
ゐ
る
が
、
之
等
右
司
は
車
比
下
僚
を
出
嶋
に
仮
遺
し
て
甲

比
丹
に
各
国
交
易
仕
法
を
問
う
に
止
っ
た
。
之
れ
に
比
し
て
漏

り
忠
震
は
香
港
山
川
張
論
を
唱
へ
た
の
ぞ
あ
る
。
前
遁
白
如
〈
之

れ
ほ
車
在
る
調
査
で
は
友
〈
、
従
来
の
居
貿
易
に
満
足
せ
歩
、

且
つ
従
来
の
交
易
仕
法
が
果
し
て
如
何
に
荷
用
さ
れ
て
ゐ
る
か

寅
地
に
海
外
に
同
で
て
貿
易
せ
ん
倍
す
る
意
見
を
有
じ
て
ゐ
た

乙
と
を
一
不
す
の
で
あ
っ

τ、
寓
延
元
年
勘
定
奉
行
勘
嘘
吟
味
役

等
が
『
波
間
香
港
等
比
て
外
園
交
易
白
振
合
に
も
見
分
仕
候
は

E
御
傍
筋
に
も
可
相
胤
』
と
活
ベ
た
白
や
も
叉
文
久
二
年
の
建

4

順
丸
の
香
港
パ
ダ
ピ
ヤ
貿
易
計
宜
引
に
一
魁
砂
る
も
白
で
あ
ら
う
。

商
般
質
上
に
就
い
叫
て
は
い
矢
張
り
安
政
四
年
六
月
六
日
長
崎

者
勤
日
付
阿
部
駿
河
守
長
常
が
そ
の
書
翰
に
「
咋
五
日
、
一
入
津

之
ス
タ
1
予
ル
、
長
一
一
十
問
許
担
、
一
一
一
本
楢
之
酒
、
商
般
に
而

候
得
共
御
笠
に
も
候
は
弘
、
寅
候
而
も
宜
と
、
船
主
申
候
由
、

未
わ
慣
も
不
相
分
候
得
共
二
つ
に
而
も
大
崎
有
之
方
可
然
、
航

A

本一文
J
マ
マ
》

海
b
E
習
候
は
、
商
舶
に
而
熟
し
候
方
、
入
費
少
〈
宜
〈
旨
、
過
日

ヌ
ガ
一
ラ
ウ
の
請
し
に
御
座
健
、
可
、
桶
成
は
御
買
上
致
度
事
に
付
、

一O
大

雨
奉
行
雨
御
同
役
え
も
御
談
可
申
と
存
居
候
、
定
而
佐
賀
に
而

貫
入
可
申
事
と
存
候
問
、
先
御
用
に
相
成
居
候
様
い
た
し
度
事

に
御
座
候
]
と
誠
意
、
又
水
野
忠
徳
も
六
月
十
五
日
の
書
翰
に

1
1
1
1
1
 

第
五
十
四
巻

同
七
O

第
四
親

一
γ

入
浩
之
蘭
硝
=
一
般
之
内
、
ス
ク
1
子
ル
形
菅
般
壮
一
佐
賀
よ
り
注

女
之
風
聞
有
之
、
甲
北
丹

ιり
御
買
上
け
に
而
も
宜
と
申
立
、
佐

賀
よ
り
は
買
受
瞬
間
候
、
表
向
御
訪
願
候
に
無
之
、
右
等
之
手

順
に
而
は
不
宜
、
且
全
く
之
蘭
削
岩
故
、
此
上
右
を
手
本
と
仕
製

造
侠
は
a
h

、
事
責
に
語
ゐ
て
御
都
合
可
宜
に
付
、
御
買
上
伺
候

積
、
方
債
未
だ
分
乗
候
布
共
、
凡
登
高
雨
前
後
に
相
聞
候
、
高

料
之
如
く
候
得
土
耳
、
結
中
之
器
械
金
備
に
て
佐
賀
注
文
に
候
は

為
、
品
柄
も
宜
可
有
之
哉
‘
何
れ
表
向
伺
候
へ
と
も
内
賓
を
申

土
置
仇
』
と
遁
べ
て
共
に
そ
の
眠
凡
を
説
い
て
は
ゐ
る
が
、
共

の
操
る
所
設
は
航
海
停
習
に
仮
に
し
て
そ
の
経
費
も
少
た
り
ー
と

し
、
或
は
高
債
友
れ
ど
も
般
舶
建
遣
の
手
本
と
す
べ
し
と
し
た

に
過
ぎ
由
。
交
易
に
使
用
す
る
こ
と
は
念
頭
に
た
い
り
で
あ
る
。

忠
震
が
『
は
か
ら
中
費
舶
入
津
、
幸
の
事
故
筑
後
へ
も
是
非
/
¥

と
す
す
め
申
岳
と
言
へ

Z
K依
れ
ば
ポ
野
忠
徳
が
又
E
の
買

い
t
に
お
い
て
も
消
極
的
で
あ
っ
た
事
が
窺
は
れ
る
。
日
露
遁
加

同上、七四五頁 3) 本庄柴治郎著『幕末白新政策』三一七頁。
本庄柴治郎著「場町幕末回統政策』四六六頁。 5) 本末外岡閥係文書
之十六、三九人頁。 6)' 府上、四二七頁。，) 同上、四五五頁。
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保
約
締
結
に
際
L
て
水
野
忠
徳
が
忠
震
に
説
破
さ
れ
た
己
主
は

既
漣
白
如
〈
で
あ
る
曲
、

幕
府
有
司
で
は
た
い
が
夙
に
横
潰
開
港
を
説
い
た
人
に
佐
久

間
象
山
が
あ
る
。
安
政
元
年
象
山
は
横
演
滞
荘
下
回
開
港
之
議

ほ
ぽ
決
す
と
間
管
同
年
二
月
廿
六
日
藤
田
東
湖
へ
の
書
翰
に
沿

い
て
説
い
た
。
煩
雑
を
い
止
は
中
引
用
し
て
み
る
。

『
下
回
目

浪
華
は
海
岸
の
取
締
出
来
由
所
ゆ
で
い
か
様
望
と
も
浪
率
は

叶
難
し
蔵
敷
断
も
出
来
集

τ、
終
に
は
浦
賀
横
演
を
墨
夷
港
に
乱

成
へ
し
、
叉
説
、
一
浪
浮
は
海
岸
白
取
締
あ
し
苛
白
み
た
ら
や
、

五
畿
内
に
て
は
、
京
都
に
て
承
知
あ
る
ま
し
〈
、
警
衛
向
不
容

易
事
戸
成
へ
し
、
夫
よ
り
は
浦
賀
横
演
之
芳
入
用
も
か
h

り
申

盟

問
敷
候
』
と
、
犬
坂
開
港
白
困
難
と

Y

浦
賀
及
び
横
潰
雨
開
港

論
の
存
在
を
暗
示
し
て
ゐ
る
。
横
済
開
港
論
を
唱
へ
た
の
は
忠

震
で
あ
危
が
、
浦
賀
開
港
も
止
む
を
得
や
と
し
た
の
は
水
野
忠

徳
で
あ
る
。
卸
ち
、
江
戸
上
り
透
き
所
、
紀
伊
、
伊
勢
、
-
志
摩
還

の
港
を
開
く
べ
き
で
紳
奈
川
」
横
演
等
は
開
港
す
ペ
昔
地
で
は

な
〈
lw

叉
江
戸
白
外
白
地
を
開
く
と
も
江
戸
は
衰
微
せ
宇
、
江

儀
御
延
引
に
相
成
候
崎
将
御
計
策
斯
祈
御
座
候
斗
共
地
を
以
て
横

演
等
白
近
地
に
故
め
碇
泊
の
洋
拾
を
望
ん
で
勾
践
が
朝
暮
白
胞

と
注
し
候
は
ん
と
と
叉
是
忙
継
ぐ
白
一
策
に
て
御
座
候
、
先
夜

も
被
仰
候
通
4
Y
近
地
ム
」
申
鹿
首
今
の
大
禁
忌
に
可
有
御
座
候
得

共
共
大
品
開
忌
に
て
候
故
に
ヌ
針
症
D
大
良
薬
と
矯
し
候
義
に
御

ぼ
候
只
今
耐
を
務
じ
で
爾
と
潟
L
敗
を
費
E
て
功
と
な
し
候
策
戸
に
於
て
交
易
を
開
く
は
不
可
で
あ
る
。
止
む
を
得
や
は
浦
賀

は
此
外
に
一
有
御
座
間
敷
と
奉
存
仇
』
と
就
い
た
が
、
此
ゐ
揚
合
を
開
港
せ
よ
と
横
積
開
港
に
は
極
力
反
動
し
た
ア
忠
震
が
『
日

本
滑
海
僅
三
十
三
度

Z
H四
十
三
一
度
迄
之
間
之
義
、
彼
等
が

眼
に
而
は
、
遠
近
を
論
じ
候
迄
も
無
之
、
明
都
下
を
御
遊
被
候

也
、
御
園
地
内
舶
繋
致
し
居
候
得
仲
同
市
限
に
遮
ら
さ
右
中
市
一
之
義
、

暮
を
隔
て
形
ち
白
見
へ
さ
る
迄
を
蓮
し
と
し
、
幕
を
か
与
山
口
て

近
古
す
に
驚
候
位
之
衣
第
忙
而
、
都
府
蓮
近
之
義
は
、
御
園
地
内

特
に
出
貿
易
の
必
要
忙
基
づ
い
て
論
ん
巳
ら
れ
た
も
D
で
も
た

mj -

い
と
恩
は
れ
る
。

j

安
政
四
年
六
月
六
日
の
大
関
付
目
付
上
申
書
は
横
演
、
一
柳
奈

川
港
の
還
を
開
港
す
べ
し
と
和
ん
巴
て
ゐ
る
が
、
安
政
四
年
七

月
八
月
墳
の
江
戸
風
読
書
は
『
港
替
は
浪
華
と
云
田
正
取
れ
共
、

岩
瀬
忠
震
白
思
想
的
背
景

俸
五
十
四
巻

第
四
鶴

-
0
七

四
七

ず

8) 同書之十七、七O屯頁。 '9) 佐久間象山圭集、下巻、五三人頁。
'0) 本庄柴治郎著『日本個済思想史概iiIU ，~丑三乃至一五四頁参照。
n) 幕末外岡閥係文書志十六、五三七頁。 12) 同書之十入、}丸O九買。
日) 向上、三凡曲乃至三丸二頁。
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岩
瀬
忠
震
白
思
想
的
背
景

丈
け
之
論
に
有
之
ハ
非
常
之
節
は
何
闘
と
て
も
同
様
之
義
、
更

に
遠
近
之
撞
無
+
丘
、
と
都
府
港
近
の
識
が
圏
内
限
り
の
論
で
あ

る
と
反
駁
ん
た
の
も
此
の
時
む
と
と
で
あ
る
。
後
日
日
米
通
商

依
約
に
語
い
て
決
定
せ
る
神
奈
川
開
港
揚
を
横
績
に
饗
更
ぜ
ん
一

と
し
外
岡
使
臣
と
紛
議
を
生
ぜ

L
際
そ
D
衝
に
首
り
て
横
油
田
開

港
に
努
力
し
た
の
は
水
野
忠
徳
共
の
人
で
あ
っ
た
日
水
蜂
忠
徳

或
は
川
路
左
衛
門
尉
聖
誌
等
は
、
安
政
四
年
四
月
海
防
掛
の
勘
一

定
奉
行
上
申
書
に
沿
い
て
も
見
ら
る
る
如
く
、
比
較
的
組
法
律

震
の
傾
向
を
有
L
、
自
ら
も
果
断
の
人
と
云
う
よ
り
悶
循
有
且

の
評
を
受
け
ん
と
矧
L
て
ゐ
た
白
で
あ
る
。
叉
世
間
時
外
交
白
衝

に
在
る
者
均
し
〈
英
人
の
渡
来
を
恐
れ
た
白
で
あ
る
が
、
忠
震

は
『
只
L
R

英
将
渡
来
無
之
者
遺
憾
之
極
に
御
座
伎
一
}
?
と
、
香
港

楓
督
英
勝
ポ
ー
リ
ン
グ

θ
渡
来
せ
ざ
る
を
憾
で
ゐ
る
の
で
あ

る。
横
潰
友
び
横
須
賀
製
鍛
所
建
設
の
繭
芽
が
、
白
山
震
む
論
策
に

存
し
た
と
ル
一
は
前
遁
せ
し
が
如
〈
で
あ
石
。

貿
易
方
誌
に
闘
し
で
は
、
忠
震
も
日
米
通
商
保
約
審
議
前
は

脇
荷
商
法
を
以
て
各
園
交
易
の
基
本
と
す
ペ

L
と
論
じ
、
諸
有

第
五
十
回
巻

司
法
町
必
脇
荷
商
法
に
準
じ
て
或
は
之
に
懐
H
て
安
易
す
ペ

L
と

L
た
D
で
あ
る
。
然
し
忠
震
が
長
崎
将
於
け
る
貿
易
調
査
に
隔

靴
掻
痔
の
疑
惑
を
抱
曹
香
港
に
て
交
易
の
寅
験
を
行
は
ん
と
論

じ
た
己
士
、
又
日
米
通
商
保
約
審
議
に
於
て
ハ

p
x
と
針
臆
し
、

そ
の
成
文
を
得
た
る
と
と
は
、
中
川
震
の
交
易
思
想
が
諸
有
司
の

中
に
あ
り
て
も
比
較
的
優
れ
た
も
の
で
あ
る
と
島
を
読
す
る
の

頁八四七凶池
一
品

引
ニ

主一
一一一七九噛圏、。

要
す
る
円
安
政
壁
一
一
月
和
親
保
約
締
結
以
後
に
於
て
は
塑
4

嘆
説
、

府
白
有
司
は
懐
夷
論
や
拒
絶
論
を
排
註
し
て
何
れ
も
開
園
論
を
神
間
一
醐

唱
へ
、
ー
開
港
揚
白
位
置
及
び
交
易
一
社
駒
が
問
題
と
た
り
、
開
園
し
閥
劃

交
日
却
を
拒
絶
す
る
者
は
た
か
っ
た
叫
忠
震
は
正
に
此
の
期
の

λ

-
龍

丸

、

制
鰹
九

で
あ
り
之
等
諸
一
布
司
白
由
自
の
一
人
で
あ
る
。
そ
の
開
国
安
易
論
喜
四
八

)
世
一

が
詳
細
に
亙
っ
て
具
髄
的
で
あ
る
止
は
言
へ
ぬ
が
、
能
〈
大
綱
@
同
証
主

頁

『

乃

を
捉
で
そ
の
諸
論
策
に
も
見
ら
る
る
が
如
〈
、
財
団
ゐ
て
洞
察
七
著
九

九

郎

大

力
に
宮
み
建
設
的

r
あ
る
。
幕
府
諸
有
司
の
中
で
忠
震
は
積
縦
三
抽
一
，

的
態
度
を
常
に
維
持
し
て
ゐ
た
人
生
百
へ
る
。
今
上
厩
庇
上
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本
同

4
 

〉川
で
は
あ
る
ま
い
か
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